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ＣＬＴの活用を促進するための支援 

 

１．これまでに講じた支援について 

新たな建築部材であるＣＬＴの可能性を検証し、その利用を促進する

ため、ＣＬＴを活用した実証的建築物の設計・施工への支援を実施。 
 
具体的には、平成 26 年度から 27 年度までの２カ年で計 17 棟（ＣＬＴ

パネル工法６棟、部分利用 11 棟、（年度内に竣工したもの））の建築を支

援。 
 

＜主な建築実証の例＞ 

（１）ＣＬＴパネル工法（構造上主要な部分にＣＬＴを使用） 

所在 
竣工

年月 
用途 階数 棟数 

延べ床 

面積(㎡) 

ＣＬＴ 

使用量(㎥) 
外観 

北海道 

北見市 

27 年 

3 月 
研修施設 ２ １ 143 

70 
【壁、床、  天

井、階段】 

 

岡山県 

真庭市 

27 年 

3 月 
集合住宅 ３ １ 281 

123 
【壁、床、天井、

屋根】 

 

 

高知県 

四万十
町 

27 年 

5 月 
寄宿舎 ２ １ 723 274 

【壁、床、天井】 

 

 

（２）部分利用（床、壁、屋根等にＣＬＴを活用） 

所在 
竣工

年月 
用途 階数 棟数 

延べ床 

面積(㎡) 

ＣＬＴ 

使用量(㎥) 
外観 

埼玉県 

加須市 

28 年 

3 月 
事務所 ２ １ 252 

34 
【天井、床仕上
げ、外壁仕上げ】 

 

神奈川県 

藤沢市 

27 年 

5 月 

診療所 

兼住宅 
２ １ 107 

8 

【床】 

 

 

岡山県 

倉敷市 

28 年 

3 月 

住宅 

展示場 
２ １ 203 66 

【壁、床、天井】 

 

岡山県 

真庭市 

28 年 

3 月 
宿泊施設 ２ 

１ 
57 57 

【壁、床、屋根】 

 

１ 



 

２．平成 28 年度の支援について 

（１） ＣＬＴ普及に向けた取組 
 国土交通省と連携しつつ、以下の取組を実施・支援。 

① ＣＬＴ普及促進 

   ・ＣＬＴ関連告示等解説書の作成及び講習会の開催 

・設計施工マニュアルの作成及び講習会の開催 

② ＣＬＴ強度データの収集 

・基準強度告示の充実に向けた、規格、樹種別強度データの収集 

③ ＣＬＴ等接合部データ収集 

・既存鉄筋コンクリート建築の耐震補強に適用できるＣＬＴ耐震補

強壁の拡大 

④ 耐火部材開発 

   ・鉄骨造に適用するＣＬＴ２時間耐火床構造の詳細の検討 
 
 
 

（２） 実証的建築への支援 

平成 28 年度当初予算、平成 27 年度補正予算の活用等により、奈良県

の障害者福祉施設など、17 棟（うちＣＬＴパネル工法７棟、部分利用 10
棟、一部竣工済み）の建築を支援予定。 
 

 
 

（３） 平成 29 年度以降のＣＬＴを活用した建築物の整備見込み 

ＣＬＴの活用促進に向け、ＣＬＴを活用した建築物の相談への対応、

意向の把握等に務めてきたところ。  
現在、ＣＬＴを活用した建築の可能性のある案件として、補助事業へ

の応募や個別の相談等により、林野庁として把握しているものは、計 32
件、事業費で 64 億円余。  
なお、これらがすべて整備された場合のＣＬＴの利用量は、８千㎥超。  
林野庁による平成 29 年度以降の支援の仕方については、検討中。 
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東京オリンピック・パラリンピック競技大会関連施設へのＣＬＴの活用 

 

１ 大会関連施設における木材利用について 
 

大会関連施設へのＣＬＴ活用の見込みについては、次のとおり。 

 

(1) 新国立競技場 

屋外の案内サインや選手ロッカーの間仕切り等にＣＬＴが利用され

る予定。 

 

(2) 東京都が整備する協議会場（有明アリーナ等） 

  木材を利用することは決定しているが、現時点においてはＣＬＴを

利用することについて予定なし。 

 

(3) 選手村ビレッジプラザ（仮設） 

これまで、（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織

委員会に対して、ＣＬＴのメリットなどを周知し、その活用を促してき

たところ。 
 
この結果、７月 21 日に公募が開始されたビレッジプラザについては、

「木造」で設計されることとなり、大会後の後利用（移築等）のしやす

さに配慮した計画とするとされたことから、今後、ＣＬＴ利用の可能性

があるところ。 

 
 
２ ＣＬＴの活用方法等についての周知徹底 
  
  平成 28 年７月 21 日（木）に開催された「2020 年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会における木材利用等に関するワーキングチーム

（第３回）」において、林野庁から、ＣＬＴがリサイクル・リユース可

能なこと等について、事例を紹介しつつ説明・周知（別添）したところ

であるが、今後とも、本資料も活用し、リサイクル・リユースの周知を

行っていく考え。 
  
 【ワーキングチーム構成員】 

内閣官房、スポーツ庁、農林水産省、林野庁、国土交通省（官庁営繕部）、 
国土交通省（住宅局）、東京都、 
（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会、 

事務局：内閣官房、林野庁 
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ＣＬＴを巡る動向について

林野庁

平成２８年７月２１日

資料２（別添）

１．東京オリパラ関連施設におけるＣＬＴの活用について

 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、我が国の木材の良さと、木材利
用に係る技術等を国内外へ積極的にＰＲしていく絶好の機会。

 オリパラ組織委員会の木材の調達基準においてＣＬＴが位置づけられるなど、仮設施設をはじ
めとする関連施設においてもＣＬＴの活用が期待。

東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織
委員会による持続可能性に配慮した木材の調
達基準（抜粋）

１．本調達基準の対象は以下の木材とする。

ア 建設材料として使用する製材、集成材、直
交集成板、合板、単板積層材、フローリング

イ 建設に用いられるコンクリート型枠合板

ウ 家具に使用する木材（製材端材や建設廃
材等を再生利用するものを除く）

過去の大会におけるＣＬＴを用いた建築事例過去の大会におけるＣＬＴを用いた建築事例

• アメリカの大会関係者のための宿泊施
設、報道センターを木造仮設施設として
整備。

• ＣＬＴパネル工法で建築（木材使用量約
1320㎥（推計））。

• ソチ五輪以前のオーストリア・スキー世
界大会でメディアセンターとして使われ
たものを再利用。

ＵＳＡ Ｈｏｕｓｅ（ソチ冬季大会（2014年））
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■木材利用の概要



２．東京オリパラ関連施設におけるＣＬＴの活用イメージ

 ＣＬＴパネル工法や部分利用で利用したＣＬＴはリサイクル・リユースが可能。

ＣＬＴ仮設施設のリサイクル・リユース事例ＣＬＴ仮設施設のリサイクル・リユース事例

仮設時はＣＬＴパネル工
法で建築されたが、展示
後は慶應義塾大学湘南
藤沢キャンパスへ木造軸
組工法（ＣＬＴは非耐力壁
として使用）の恒設建築
物として移設

移設

慶應型共進化住宅（慶應義塾大学）

仮設時及び移設後も木
造軸組工法（ＣＬＴは非耐
力壁として使用）の建築
物。展示後は福島県会
津若松市への恒設建築
物として移設

母の家2030（芝浦工業大学）

移設

東京ビックサイトで開催されたイベント「エネマネハウス2014」において建設された木造仮設住宅を展示終了
後恒設建築物として地方へ移設。
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３．ＣＬＴ活用促進に向けた取り組みについて

 東京オリンピック・パラリンピックで設置するＣＬＴを活用した仮設物について、移設・再利用によ
り地方公共団体等の各種施設として、活用が可能であるといった情報を広く提供することについ
て検討中。

■ 全国各地の木材の活用のイメージ
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東京都、大会組織委員会

全
国
の
地
方
公
共
団
体
等

大会期間中
木材を提供した地域のＰＲ

地域の木材を供給

＜国＞

都・組織委と地方のマッ
チング支援、

木造化等の技術的な助
言

競技施設
（恒久、仮設）

選手村の食堂、プレスセンタ
ー、外構などの仮設施設

大会後、地方で移設・再利用

大会終了後
恒久施設の減築
仮設物の解体・移設・再利用



（参考１） ＣＬＴ（直交集成板）とは

 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会は、我が国の木材の良さと、木材利用に係る技
術等を国内外へ積極的にＰＲしていく絶好の機会。

 ＣＬＴは欧米を中心にマンションや商業施設などの建築材料として普及しており、我が国において
も中高層建築物の建設や壁や床への活用など木造化による新たな木材需要の創出に国産ＣＬＴの活
用が期待。

ＣＬＴとは、ひき板を
繊維方向が直交するよ
うに積層接着した重厚
なパネル。

積
層
接
着

■ＣＬＴとは
（Cross Laminated Timber）

スギのＣＬＴ

ＣＬＴ
1枚約220kg

（1m×3m×厚さ18cm）

建物の重量が軽くな
り、基礎工事等の簡
素化が可能

コンクリートより軽い

■ＣＬＴの特徴

型枠職人等熟練工への依
存が少なく、工期の縮減が
可能

シンプルな施工

ＣＬＴ建築物国内第１号（高知県）→

構造部分の組立は
２日間で完了

＝工期の大幅短縮

CLTパネル工法では、壁（面）で建物を
支える構造のため、施工が容易で頑丈

施工が容易で頑丈

 従前、木造で中高層建
築物を建築しようとす
ると、柱を太くするなど
構造計算・施工が複雑
となる等の課題

 CLTは長大なパネルで

それ自体が柱であり梁
であることから、設計
上比較的容易に建物
としての強度の確保が
可能

コンクリート製品
1枚約500kg

（1m×3m×厚さ8.5cm）
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（参考２） ＣＬＴの普及に向けた動き

 本年３月及び４月に、ＣＬＴを用いた建築物の一般的な設計法等の建築基準法に基づく告示が公布・施行さ
れたことから、ＣＬＴの建築材料としての普及促進に取り組むこととしている。また、生産体制の整備につい
ても、本年３月にＣＬＴ量産工場が竣工するなど着実に進んでいる（平成36年度に50万㎥程度） 。

H27年度 H28年度

実
証

生
産

CLTを構造部分に利

用するには国交大臣
の個別認定が必要

実証的建築の積み重ね
による施工ノウハウの蓄積

毎年５万㎥程度の
生産体制を順次整備

国内初の量産工場が岡山
県で竣工（銘建工業㈱、生
産能力３万㎥/年）

強度、一般的な設計法
等に関する告示が公布・
施行

林野庁支援により、これま
でに住宅展示場（愛知県）、
宿泊施設（岡山県）等、計
17棟が竣工（平成27年度
末）

データの提供

基
準

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
の
本
格
的
普
及

個別認定が
不要に！

凡 例

工場整備済

工場未整備

（ ◎：量産工場 ）
（概ね３万m3以上）

○山佐木材㈱
（鹿児島県肝付町）

◎銘建工業㈱
（岡山県真庭市）

○協同組合レングス
（鳥取県南部町）

○㈱中東
（石川県能美市）

◎㈱ｻｲﾌﾟﾚｽ・ｽﾅﾀﾞﾔ
（愛媛県西条市）

○ｳｯﾄﾞｴﾅｼﾞｰ協同組合
（宮崎県日南市）

○西北ﾌﾟﾗｲｳｯﾄﾞ㈱
（宮城県石巻市）

■ ＣＬＴの生産体制
（平成28年４月末現在）

■ ロードマップの概要
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